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改
元
に
よ
り
５
月
か
ら
「
令
和
元
年
」

と
な
っ
た
２
０
１
９
年
。
日
本
の
石
橋

を
守
る
会
は
40
回
目
と
な
る
記
念
大
会

を
同
月
12
日
（
日
）・
13
日
（
月
）
の

２
日
間
、
京
都
市
で
開
催
し
た
。
九
州

外
で
の
大
会
開
催
は
初
め
て
。

　

１
日
目
は
京
都
市
国
際
交
流
会
館
の

研
修
室
を
会
場
に
通
常
総
会
や
記
念
講

演
、
活
動
報
告
な
ど
を
行
い
、
会
員
な

ど
58
人
が
参
加
。
そ
の
後
、徒
歩
で
「
南

禅
寺
水
路
閣
」
や
「
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
橋
梁（
ね
じ
り
ま
ん
ぽ
）」を
見
学
し
、

同
会
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
移

し
て
夕
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
・
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。
2
日
目
は
現
地
石

橋
見
学
会
が
行
わ
れ
、
京
都
府
亀
岡
市

篠
町
の
「
王
子
橋
」
や
京
都
市
東
山
区

五
条
橋
東
の
大
谷
本
廟
内
の
「
円
通
橋
」

な
ど
を
訪
れ
た
。

第
40
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
１
日
目
（
5
月
12
日
）】

　

開
会
宣
言　

末
永
暢
雄
副
会
長

　

会
長
挨
拶
（
代
読
）　

河
村
修
副
会
長

　

通
常
総
会　

議
長　

大
塚
光
二
理
事

　

次
回
大
会
予
告　

　

記
念
講
演「
ア
ー
チ
石
橋
に
魅
せ
ら
れ
て
」

片
寄
秀
俊
相
談
役

　

活
動
報
告　

中
村
秀
樹
・
調
査
研
究
部
長
、

尾
上
一
哉
・
技
術
部
長
、宮
川
康
夫
・
会
員
（
資

料
に
よ
る
報
告
）

　

現
地
見
学
会
１　
「
南
禅
寺
水
路
閣
」「
ね

じ
り
ま
ん
ぽ
」
な
ど
（
案
内
役
･
亀
岡
市
篠

町
自
治
会
の
岡
野
宗
忠
氏
）

2面　第40回大会で片寄相談役が記念講演　　  　  4面　大分・院内町で石橋を発見
5面　再び動き出した通潤橋保存修理事業  　　　　  6面　「中国の古橋」撮影記その2（榊 晃弘）

中面の案内

レ
ン
ガ
造
り
の
水
路
橋「
水
路
閣
」（
京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町
）

琵
琶
湖
疎
水
の一部
と
し
て
１
８
９
０（
明
治
23
）年
竣
工
、橋
幅
４・06
㍍
、橋
長
93・17
㍍

【
２
日
目
（
5
月
13
日
）】

 　

現
地
見
学
会
２　
「
王
子
橋
」　

案
内
役

･
同
自
治
会
の
中
井
康
雄
会
長
、
岡
野
宗

忠
氏
、「
円
通
橋
」

来
年
の
大
会
は
福
岡
･
八
女
市
で

　

５
月　
日
㈰
･　
日
㈪
開
催
に

　

総
会
の
最
後
に
来
年
度
の
大
会
開
催

地
を
福
岡
県
八
女
市
と
発
表
。「
八
女

上
陽
の
『
ひ
ふ
み
よ
橋
』
を
守
る
会
」

の
小
井
手
恒
則
氏
と
内
田
理
絵
氏
が
、

「
八
女
市
上
陽
町
を
流
れ
る
星
野
川
に

架
か
る
４
橋
の
ア
ー
チ
『
ひ
ふ
み
よ
橋
』

の
う
ち
、
来
年
は
２
連
ア
ー
チ
の
「
寄

口
橋
」
が
架
橋
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
こ
で
来
年
は
、
そ
の
お
祝
い
に

大
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
来
年
は
、
上
陽
町
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
次
回
大
会
へ
の
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
開
催
日
は
５
月
24
日
㈰
･

25
日
㈪
と
決
ま
っ
た
。（
広
報
部
）

京
都
市
で
第
40
回
記
念
大
会

九
州
外
で
初
の
開
催

※
2
面
に
続
く

会場となった京都市国際交流会館

写真提供／中村まさあき
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通
常
総
会
の
後
、
片
寄
俊
秀
・
相
談
役
（
第

２
代
会
長
）
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

以
下
に
そ
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

「
ア
ー
チ
石
橋
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　

私
は
１
９
７
０
年
、
長
崎
市
の
長
崎
造
船

大
学
（
現
・
長
崎
総
合
科
学
大
学
）
の
教
員

と
し
て
長
崎
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
中

島
川
に
ず
ら
り
と
架
か
る
〝
石
橋
群
〞
を
見

て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
て
、
長
崎
に
は
す
ご

い
宝
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
当
時
の
中
島

川
は
〝
ど
ぶ
川
〞
で
、

悪
臭
を
放
っ
て
お
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
面
に
ア
ー
チ
を

映
す
姿
は
美
し
か
っ

た
。
石
橋
は
昔
か
ら

ず
っ
と
長
崎
の
人
々

の
生
活
を
支
え
て
き

た
の
だ
な
と
思
え
て

き
て
、
そ
の
健
気
な
美
し
さ
と
強
さ
の
魅
力

に
ど
っ
ぷ
り
と
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

中
島
川
の
素
晴
ら
し
い
石
橋
群
を
保
全
し
、

川
沿
い
に
大
遊
歩
道
を
造
り
た
い
、
そ
れ
に

は
、
ま
ず
川
を
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
と
思

い
、
地
元
の
有
志
ら
の
「
中
島
川
を
守
る
会
」

に
加
わ
り
、
73
年
に
は
地
元
の
青
年
会
議
所

が
主
催
し
た
、
市
民
１
万
人
中
島
川
大
清
掃

に
も
率
先
参
加
し
ま
し
た
。
翌
年
に
私
た
ち

は
、
一
帯
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
実
感
で
き
る

「
中
島
川
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
５
万
人
も
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
大
成
功
。

今
で
は
中
島
川
沿
い
が
、
四
季
折
々
の
ま
つ

り
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
橋
を
訪
ね
世
界
各
地
へ

　

や
が
て
私
は
、
ア
ー
チ
石
橋
に
つ
い
て
調
べ

た
く
な
り
、
日
本
全
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、中
国
、韓
国
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
の
中
で
い
つ
も
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
長
崎
の

「
眼
鏡
橋
」
に
よ
く
似
た
〝
そ
っ
く
り
さ
ん
〞

を
探
す
こ
と
で
し
た
。
眼
鏡
橋
を
実
測
し
て

分
か
っ
た
の
で
す
が
、
川
の
流

れ
る
方
向
に
対
し
直
角
で
は
な

く
、
や
や
斜
め
に
架
か
っ
て
い

る
の
で
す
。
築
造
に
は
高
度
な

技
術
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

眼
鏡
橋
築
造
の
技
術
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝

来
説
も
あ
り
ま
す
が
、
１
６
３
４
年
に
架
け

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
明
末
の
中
国

か
ら
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
中
国
に
行

き
ま
し
た
。
蘇
州
で
は
「
玉
潤
橋
」
を
遠
く

か
ら
見
て
、
そ
っ
く
り
さ
ん
を
見
つ
け
た
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
近
く
に
行
く
と
石
の
積

み
方
が
全
く
違
い
ま
し
た
。

　

写
真
家
の
榊
晃
弘
さ
ん
に
も
お
願
い
し
、

「
中
国
の
古
橋
」（
花
乱
社
）
取
材
に
際
し
、

眼
鏡
橋
の
そ
っ
く
り
さ
ん
探
し
を
依
頼
し
た

の
で
す
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ド
ン
川
に
架
か

る
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
橋
が
鹿
児
島
市
の
甲
突
川

に
架
か
っ
て
い
た
「
武
之
橋
」
に
よ
く
似
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
武
之
橋
は「
甲

突
川
五
石
橋
」
の
一
つ
で
し
た
が
、
１
９
９

３
年
の
集
中
豪
雨
で
壊
れ
、
撤
去
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
大
変
残
念
で
し
た
。
五
石
橋

の
中
で
は
「
西
田
橋
」
は
特
に
立
派
で
、
そ

の
ま
ま
世
界
の
石
橋
と
比
較
し
て
も
引
け
を

と
ら
な
い
も
の
で
し
た
が
、
こ
れ
を
移
設
す

る
と
い
う
の
で
、
何
と
か
現
地
に
保
存
で
き

石
橋
か
ら
川
の
蘇
生
、ま
ち
づ
く
り
へ

め
が
ね
橋
通
し
、世
の
中
を
見
詰
め
る

な
い
も
の
か
と
思
っ
て
、
鹿
児
島
県
会
員
の

木
原
安
姝
子
さ
ん
ら
と
橋
に
座
り
込
み
ま
で

し
ま
し
た
が
、
結
局
、
鹿
児
島
市
の
石
橋
記

念
公
園
に
「
高
麗
橋
」「
玉
江
橋
」
と
共
に
移

設
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
師
･
山
口
祐
造
さ
ん

　

１
９
８
２
年
の
長
崎
大
水
害
と
そ
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
11
月
に
熊

本
県
の
山
都
町
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
石
橋

サ
ミ
ッ
ト
」
で
話
し
ま
し
た
（
会
報
92
号
で

紹
介
）。
眼
鏡
橋
の
現
地
保
存
の
実
現
は
、
河

川
行
政
の
転
換
点
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

石
橋
か
ら
川
の
蘇
生
、
ま
ち
づ
く
り
へ
と
私

の
研
究
テ
ー
マ
は
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。そ

れ
は
、め
が
ね
橋
を
通
し
て
世
の
中
を
見
詰
め

る
活
動
と
言
え
ま
す
。そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た

の
が
、
本
会
の
創
設
者
で
初
代
事
務
局
長
の
山

口
祐
造
さ
ん
で
し
た
。

　

最
初
に
会
っ
た
瞬
間
か
ら
、
こ
の
人
は
大
物

だ
と
思
い
ま
し
た
。凄
腕
の
土
木
技
術
者
で
、

話
も
う
ま
い
し
、
人
間
的
に
魅
力
が
あ
る
。反

骨
の
人
で
す
が
、
周
囲
の
人
に
は
や
さ
し
か
っ

た
。「
石
橋
は
長
い
目
で
見
る
と
エ
コ
ノ
ミ
ー

だ
し
、
魅
力
的
で
町
の
風
格
を
上
げ
る
」と
言

っ
て
い
ま
し
た
。山
口
さ
ん
が
80
歳
で
亡
く
な

る
前
年
、
私
は
兵
庫
県
の
関
西
学
院
大
学
に
移

っ
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
私
に
、あ
な
た
が
次

の
事
務
局
長
兼
会
長
だ
と
、
山
口
さ
ん
か
ら
会

の
資
料
一
式
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。自
分
は

も
う
長
く
な
い
、
後
は
よ
ろ
し
く
頼
む
と
い
う

の
で
す
。そ
れ
で
や
む
な
く
、
第
２
代
の
会
長

を
引
き
受
け
た
の
で
す
。

　

今
回
、「
ア
ー
チ
石
橋
に
魅
せ
ら
れ
て　

日

本
の
石
橋
・
世
界
の
石
橋　

石
橋
か
ら
川
の

蘇
生
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ
」（
Ａ
４
版
、
カ

ラ
ー
、
72
㌻
）を
ま
と
め
ま
し
た
。懐
か
し
い
京

都
で
、私
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
て
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

第２代会長を務めた片寄俊秀・相談役

※「
ア
ー
チ
石
橋
に
魅
せ
ら
れ
て
」（
片
寄
俊
秀
著
）を
希
望
の
会

員
は
、氏
名・住
所・T
E
L
を
明
記
の
上
、メ
ー
ル
か
郵
便
で

申
し
込
み
を
。料
金
は
1
5
0
0
円（
税・送
料
込
み
）。代
金
は

冊
子
に
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
を
使
い
、到
着
後
１
週
間
以
内

に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

▽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
〒
８
６
1

│
3
5
1
3 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
下
市
１
８
２
│
2
通

潤
橋
史
料
館
内「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」事
務
局
宛

kaikei@
ishibashi-m

am
orukai.jp
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第40回大会 現地見学会

京都に残るアーチ

王子橋のたもとで記念撮影

王子橋（通称・めがね橋）。京都府亀岡市篠町王子、
1884（明治 17）年架橋、径間約 25㍍、橋幅約 5.5 ㍍。
橋の設計は琵琶湖疎水の工事主任を務めた田辺朔郎。土
木学会推奨土木遺産

水路閣（京都市左京区南禅
寺福地町）前で、ガイドの岡
野宗忠さん（亀岡市篠町自
治会・町歴史づくり推進会）
の説明を聞く参加者

水路閣は橋脚内にもアーチ
が施されている

王子橋の輪石と壁石は「夫
婦天端（めおとてんば）」と呼
ばれる珍しい構造。石材は花
崗岩

王子橋
上流にコンクリート製の新橋が架かると、旧橋（王子橋）には家
庭ごみなどが不法に投棄されるようになったという。そのため、
亀岡市篠町自治会（中井康雄会長）のメンバーが中心となり、
15年前から毎月1回、清掃作業を行っている。

ねじりまんぽ（蹴上インクライン橋梁）
人道トンネル「まんぽ」は、上部に敷設さ
れたインクライン（船を運ぶための軌
道）と斜めに交差する。内壁のレンガが
斜めに巻かれ、ねじれているように見え
ることから「ねじりまんぽ」と呼ばれる。

南禅寺水路閣
南禅寺の境内を通る琵琶湖疎水の一部をなす延
長 93.17 ㍍のレンガ製水路橋。アーチ構造が採
用され、デザイン性にも優れている。西洋の土木
技術が日本に導入されて間もない当時、田辺朔郎
が設計し、日本人の手で築造された。

円通橋
浄土真宗の開祖・親鸞聖人の廟所「大谷本廟」（通称・西大谷）
境内の蓮池「皓月池（こうげついけ）」に架かる石橋。

上）円通橋（通称・めがね橋）。京都市東山区五条
橋東（大谷本廟内）、１８５６（安政 3）年架橋、橋幅
約６㍍、橋長約 24 ㍍。真円のトンネルを２つ連ね
たアーチが特徴的。石材には花崗岩を使用
左）高欄には円筒形の手すり石や逆蓮（ぎゃくれん）
柱、格狭間（こうざま）などの意匠が施されている

ねじりまんぽの西口。「雄観奇想」（意味・見事な
眺めと優れた考え）の扁額が掲げられている
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森
川
孝一会
員

熊
本・玉
名
市
で
石
橋
写
真
展

　

２
０
１
７
年
に「
豊
岡
の
め
が
ね
橋
を
守
る

会
」を
立
ち
上
げ
た
森
川
孝
一
会
員（
熊
本
県
）

が
本
年
５
月
２
日
〜
13
日
の
期
間
、熊
本
県
玉

名
市
で
石
橋
写
真
展
を
開
催
し
た
。会
場
と
な

っ
た「
橋
本
二
郎
記
念 

た
ま
な
創
生
館
」（
熊
本

県
玉
名
市
滑
石
5
3
6
）
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

は
、こ
れ
ま
で
森
川
会
員
が
撮
影
し
た
玉
名
市

と
熊
本
県
北
部
に
現
存
す
る
石
橋
の
写
真
が

展
示
さ
れ
、石
橋
に
関
す
る
豊
富
な
資
料
と
共

に
パ
ソ
コ
ン
で
石
橋
の
動
画
な
ど
も
紹
介
さ

れ
た
。「
現
存
す
る
石
橋
の
存
在
を
広
く
知
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
森
川
会
員
は

写
真
展
開
催
の
動
機
を
語
っ
た
。

　

玉
名
市
は
、２
０
１
９
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
い
だ
て
ん
」の
主
人
公
の
一
人
、
金
栗
四

三（
か
な
く
り
・
し
そ
う
）ゆ
か
り
の
地
。ド
ラ

マ
の
シ
ー
ン
に
は
た
び
た
び
石
橋
が
登
場
す

る
こ
と
か
ら
、
会
場
で
は
そ
の
石
橋
に
つ
い
て

の
解
説
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。（
広
報
部
）

森
川
孝一会
員

会
場
の「
た
ま
な
創
生
館
」

熊
本・山
都
町
で
公
開
討
論
会

「
通
潤
橋
の
今
と
未
来
」考
え
る

　

復
旧
工
事
が
動
き
出
し
た「
通
潤
橋
」（
熊
本

県
上
益
城
郡
山
都
町
）
の
現
状
と
未
来
に
つ
い

て
考
え
る
公
開
討
論
会
が
８
月
24
日
、山
都
町

立
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。主
催
は
一

般
社
団
法
人
石
橋
伝
統
技
術
保
存
協
会
（
同

町
、
尾
上
一
哉
理
事
長
、
本
会
技
術
部
長
）。通

潤
橋
の
３
次
元
測
量
を
担
当
し
た
計
測
リ
サ

ー
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
西
村
正
三
氏
（
広
島

市
）
が
基
調
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
に
討
論
会

が
行
わ
れ
た
。

　

討
論
会
に
は
西
村
氏
や
山
尾
敏
孝
熊
本
大

学
名
誉
教
授
、
町
教
育
長
、
石
工
技
術
者
や
住

民
の
代
表
な
ど
が
参
加
。「
調
査
結
果
を
含
め

て
十
分
な
情
報
公
開
を
」「
放
水
以
外
の
通
潤

橋
の
価
値
ア
ピ
ー
ル
を
」「
来
年
3
月
末
ま
で

の
完
成
は
難
し
い
の
で
は
」
な
ど
の
意
見
が
出

た
。（
広
報
部
）

市道地下の暗きょの一部となっている「兎谷川渡橋」
写真提供／贄田岳和

海を渡って日本に渡来する「アサギマダラ」
写真提供／院内石橋群景観保全協議会

　

２
０
１
７
年
５
月
に
本
会
の
第
38
回
大
会

を
開
催
し
た
大
分
県
宇
佐
市
院
内
町
。「
日
本

一
の
石
橋
群
」
を
標
榜
す
る
同
町
で
近
年
、

新
た
に
石
橋
が
見
つ
か
り
、
同
町
の
石
橋
の

数
は
、
ア
ー
チ
橋
66
橋
を
含
む
79
橋
と
な
っ

た
。（
広
報
部
）

　

見
つ
か
っ
た
ア
ー
チ
橋
は
「
兎
谷
渡
（
お

せ
だ
に
わ
た
り
）
橋
」（
別
名
・
兎
谷
川
渡
橋
、

同
市
同
町
小
野
川
内
兎
谷
）
で
、
本
会
の
贄

田
岳
和
・
資
料
整
理
部
長
が
す
で
に
第
38
回

大
会
直
後
、
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
た
。
場

所
は
、
宇
佐
別
府
道
路
・
院
内
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
国
道
３
８
７
号
を
南
下
し
、
県

道
６
６
４
号
を
通
っ
て
西
へ
約
６
㌔
㍍
先
の
鹿

嵐
茶
屋
入
口
三
叉
路
バ
ス
停
で
南
へ
左
折
、

50
㍍
ほ
ど
先
の
農
免
道
路
地
下
の
暗
き
ょ
内
。

贄
田
氏
は
、
上
流
側
か
ら
兎
谷
川
に
降
り
、

暗
き
ょ
を
進
ん
だ
先
で
径
間
１
・
７
㍍
、
幅
１
・

87
㍍
の
同
橋
を
確
認
し
た
。
架
設
年
は
１
９

０
３
（
明
治
36
）
年
と
さ
れ
て
い
る
。

　

同
橋
の
発
見
に
対
し
院
内
石
橋
群
景
観
保

全
協
議
会
の
向
野
茂
（
む
く
の
・
し
げ
る
）

副
会
長
は
、「
院
内
町
の
石
橋
群
は
、
先
人
た

ち
の
血
と
汗
と
知
恵
の
結
晶
で
す
。
小
さ
な

石
橋
も
含
め
、
石
橋
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
。

　

同
町
で
は
観
光
客
や
地
元
小
学
生
に
対
す

る
石
橋
巡
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

活
動
を
は
じ
め
、
海
を
渡
っ
て
日
本
列
島
へ
飛

来
す
る
渡
り
チ
ョ
ウ
「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
を

観
察
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
石
橋
の
周

辺
や
学
校
に
同
チ
ョ
ウ
が
好
む
野
草
「
フ
ジ

バ
カ
マ
」
の
植
栽
を
行
っ
て
い
る
。
現
存
す
る

石
橋
群
を
生
か
し
、
行
政
と
民
間
が
連
携
し

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

大
分
県
宇
佐
市
院
内
町

新
発
見
で
石
橋
が
計
79
橋
に

討論会はコーディネーターの進行でパネラー6人
（壇上）が意見を述べ、アドバイザーとして町議会議
員や町商工会関係者、町行政関係者ら４人（左側）
も加わり、討議内容についてコメントした
写真提供／中村まさあき

※
５
面
に
関
連
記
事



<5>　「日本のいしばし」95 号（通算）　2019 年 9月14日発行

　

昨
年
５
月
の
大
雨
に
よ
っ
て
壁
石
の
一
部
が
崩
落
し
た
国
指
定
重
要
文
化
財
の
「
通
潤

橋
」（
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
）。修
復
の
範
囲
や
工
法
な
ど
多
方
面
か
ら
検
討
が
行
わ

れ
、
保
存
修
理
工
事
が
動
き
だ
し
た
。崩
落
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
に
な
っ
た
通
水
石
管
下
の
構

造
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。（
広
報
部
）

国
指
定
重
要
文
化
財「
通
潤
橋
」＝
熊
本
・
山
都
町

再
び
動
き
出
し
た
保
存
修
理
事
業

壁
石
内
側
の
構
造
が
あ
ら
わ
に

　

２
０
１
６（
平
成
28
）年
４
月
、熊
本
地
震
に

よ
り
被
災
し
た「
通
潤
橋
」は
、今
年
３
月
完

成
を
目
指
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、昨

年
5
月
7
日
の
大
雨
に
よ
り
、右
岸
上
流
側
の

壁
石
の
一
部
が
崩
落
し
た
。崩
落
は
長
さ
約
10

㍍
、高
さ
約
5
㍍
に
わ
た
る
。そ
の
後
、崩
落
箇

所
を
モ
ル
タ
ル
で
覆
う
な
ど
の
応
急
処
置
が

施
さ
れ
、崩
落
し
た
93
石
の
う
ち
92
石
が
回

収
さ
れ
た
。各
石
材
は
、３
次
元
計
測
な
ど
を

経
て
元
の
位
置
が
特
定
さ
れ
た
が
、損
傷
の
激

し
い
石
材
も
あ
る
た
め
、補
修
や
新
材
使
用
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、修
理
の
方
法
や
工
程
な
ど
に
つ

い
て
、学
識
経
験
者
や
技
術
者
、地
元
代
表
者

ら
に
よ
る
各
種
の
専
門
部
会
が
繰
り
返
し
開

か
れ
て
い
る
。昨
年
11
月
に
は
各
部
会
の
委
員

が
集
ま
る
、「
通
潤
橋
保
存
活
用
検
討
委
員

会
」（
事
務
局
・
山
都
町
教
育
委
員
会
）が
開
催

さ
れ
、新
た
な
保
存
修
理
事
業
の
実
施
を
国
に

申
請
し
、今
年
２
月
に
交
付
が
決
定
。３
月
に

地
元
の
㈱
尾
上
建
設
と
工
事
請
負
契
約
が
結

ば
れ
、工
事
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。５
月
に
は

右
岸
上
流
側
に
足
場
を
設
置
、６
月
に
崩
落
箇

所
の
被
覆
モ
ル
タ
ル
が
取
り
外
さ
れ
、通
水
石

管
下
の「
裏
築（
う
ら
つ
き
）」と
呼
ば
れ
る
壁

石
内
側
が
あ
ら
わ
と
な
っ
た
。

上
塚
会
長
ら
が
山
都
町
を
訪
問

　

学
識
経
験
者
や
石
工
技
術
者
な
ど
に
よ
る

調
査
や
工
法
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
中
、本
会

の
上
塚
尚
孝
会
長
と
河
村
修
副
会
長
、甲
斐
利

幸
相
談
役
な
ど
７
人
が
６
月
７
日
、山
都
町
の

梅
田
穰
町
長
を
訪
問
し
た
。上
塚
会
長
ら
は
工

事
に
関
す
る
一
層
の
情
報
開
示
な
ど
を
要
望
。

そ
れ
に
対
し
梅
田
町
長
は
、「
通
潤
橋
は
町
の

観
光
の
核
で
あ
り
、地
元
経
済
に
影
響
が
大
き

い
。保
存
修
理
工
事
は
町
の
最
重
要
課
題
と
し

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
」と
応
え
た
。

山
都
町
が
現
場
見
学
会
を
開
催

　

８
月
13
日
に
は
山
都
町
主
催
の
現
場
見
学

会
が
開
催
さ
れ
た
。通
水
石
管
下
の
裏
築
の
構

造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
１
８
５
４
年
の
架

橋
以
来
と
あ
っ
て
、見
学
会
に
は
親
子
連
れ
な

ど
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、同
町
教

育
委
員
会
の
学
芸
員
か
ら
説
明
を
聞
い
た
。

　

山
都
町
教
育
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、通

潤
橋
の
裏
築
に
は
次
の
特
徴
が
あ
る
。▽
城
郭

石
垣
の
裏
込
め
に
使
用
さ
れ
る
小
さ
な「
グ
リ

石
」で
は
な
く
、か
な
り
大
き
な
石（
壁
石
や
通

水
石
管
よ
り
強
度
が
低
い
石
）が
使
用
さ
れ
て

い
る
▽
石
管
に
近
い
上
部
で
は
丸
い
小
石「
円

礫（
え
ん
れ
き
）」を
使
っ
て
高
さ
の
調
整
が
行

わ
れ
て
い
る
▽
石
管
の
真
下
に
は
板
状
の
石

が
敷
き
並
べ
ら
れ
、そ
の
敷
石
の
上
下
に
は
赤

土
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

工
事
は
、右
岸
側
の
通
水
石
管
約
30
石
を
一

度
取
り
外
し
、裏
築
を
安
定
さ
せ
な
が
ら
壁
石

を
積
み
直
し
、再
び
通
水
石
管
を
設
置
す
る
計

画
で
あ
る
。工
事
の
完
了
は
来
年
3
月
末
を
目

指
し
て
い
る
。

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

あらわになった通潤橋の裏築（うらつき）。上に並ぶ四角い石が通水石管で、その直下に板状の敷石が並ぶ。
裏築には多くの大きな石が使用される中、敷石の下の一部には丸い小さな小石「円礫（えんれき）」も見られる

現場見学会で説明を受ける参加者＝8月13日 右岸上流側に作業用の足場が設置された通潤橋
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〝
よ
し
、
自
分
の
目
で
中
国
の
橋
の
世
界

を
確
か
め
て
み
よ
う
〞
。
夢
の
よ
う
な
話
で

あ
る
。
い
つ
の
時
代
に
、
ど
こ
に
、
ど
ん
な

橋
が
造
ら
れ
た
か
を
知
り
た
い
と
思
い
、
中

国
の
橋
に
関
す
る
入
手
可
能
な
文
献
を
取
り

寄
せ
た
。
し
か
し
、
橋
の
全
体
像
を
知
る
に

は
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
片
寄
秀

俊
元
会
長
か
ら
い
た
だ
い
た
「
中
国
古
橋
技

術
史
」（
北
京
出
版
社
）
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

〝
行
き
た
い
、
見
た
い
、
撮
り
た
い
〞
と
、

思
い
は
募
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
２
０
１
０

年
３
月
初
旬
、
念
願
の
中
国
へ
と
出
発
し
た
。

　

中
国
を
知
る
人
か
ら
、「
各
地
に
点
在
す
る

古
橋
を
外
国
人
が
一
人
で
探
す
の
は
不
可
能
」

と
言
わ
れ
、ガ
イ
ド
を
同
伴
し
た
。長
期
滞
在

「中国の古橋」撮影記	
�   その2

榊　晃弘（福岡県）

は
無
理
な
の
で
、１
回
の
取
材
日
程
は
２
週

間
。中
国
・
上
海
空
港
を
起
点
に
現
地
へ
は
、飛

行
機
、新
幹
線
、夜
行
列
車
を
利
用
し
、そ
の
先

は
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
っ
た
。

　

最
初
は
上
海
か
ら
地
理
的
に
近

い
浙
江
省
、江
蘇
省
を
回
っ
た
。そ

し
て
順
次
、内
陸
部
の
湖
南
省
、湖

北
省
を
経
て
東
北
地
方
の
遼
寧

省
、北
京
市
、河
北
省
へ
…
。さ
ら
に

吊
り
橋
を
求
め
て
四
川
省
ま
で
足

を
延
ば
し
た
。最
後
は
屋
根
が
付

い
た
風
雨
橋
の
多
い
貴
州
省
や
広

西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
を
訪
れ
た
。

　

予
定
し
て
い
た
10
回
の
取
材
を

終
え
た
の
は
、２
０
１
４
年
４
月

下
旬
。当
初
の
計
画
で
は
、長
崎
眼

鏡
橋
の
ル
ー
ツ
を
探
る
目
的
で
、中

国
の
古
い
石
橋
だ
け
を
撮
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、吊
り
橋
や
風
雨
橋
な
ど
も
歴
史

的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
取

材
リ
ス
ト
に
加
え
た
。全
て
の
撮
影
を
終
え
て

か
ら
取
材
ノ
ー
ト
を
見
た
と
こ
ろ
、移
動
距
離

は
中
国
国
内
だ
け
で
お
よ
そ
５
万
６
０
０
０

㌔
㍍
。こ
れ
は
地
球
一
周
を
は
る
か
に
超
え
て

お
り
、中
国
大
陸
の
広
大
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
。取
材
道
中
記
は
次
号
に
書
く
予
定
。 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

中
国
で
５
万
６
０
０
０
㌔
移
動

上
塚
寿
朗（
熊
本
県
）

　

今
年
6
月
に
、熊
本
県
八
代
市
東
陽
町
に
あ

る
、石
工
と
め
が
ね
橋
の
博
物
館
で
あ
る
東
陽

石
匠
館
の
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

東
陽
町
は
熊
本
を
代
表
す
る
石
工
集
団
で

あ
る
種
山
石
工
の
発
祥
の
地
で
す
。館
内
に
は

め
が
ね
橋
関
係
の
資
料
の
ほ
か
に
も
、当
時
の

石
工
の
仕
事
の
様
子
が
分
か
る
ジ
オ
ラ
マ
や

石
材
を
運
ぶ
知
恵
を
体
感
で
き
る
施
設
な
ど

が
あ
り
ま
す
。建
物
の
外
壁
は
石
積
み
で
、
多

く
の
め
が
ね
橋
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
溶
結

凝
灰
岩
で
出
来
て
い
ま
す
。ま
た
周
辺
に
は
多

く
の
め
が
ね
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。近
く
に

お
い
で
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
石
匠
館
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

八
代
市
東
陽
石
匠
館
＝
熊
本
県

新
館
長
に
上
塚
寿
朗
氏
が
就
任

　

熊
本
県
上
益
城
郡
御
船
町
の
平
成
音
楽
大

学
内
に
事
務
局
を
置
く「
熊
本
オ
ペ
ラ
芸
術
協

会
」（
出
田
敬
三
会
長
）は
、熊
本
地
震
復
興
祈

念
事
業
と
し
て
9
月
20
日
、石
工
を
主
人
公
と

石
工
の
物
語
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

熊
本
県
立
劇
場
で
初
演

し
た
新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
砂
浜
の
エ
レ
ジ
ー

〜
肥
後
の
石
工
恋
歌
〜
」を
熊
本
県
立
劇
場

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
）で
初
演
す
る
。江
戸
時

代
後
半
、地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
最
愛
の
人
を

失
っ
た
肥
後
の
石
工
、林
蔵
が
悲
し
み
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
姿
が
ヒ
ロ
イ
ン
と
の
恋
模

様
を
交
え
て
描
か
れ
る
。

　

作
曲
と
芸
術
監
督
･
指
揮
は
出
田
会
長（
同

大
学
学
長
）。原
作
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
熊
本

県
在
住
作
家
の
古
木
信
子
。脚
本
と
演
出
は
熊

本
の
劇
団「
ゼ
ロ
ソ
ー
」の
松
岡
優
子
。林
蔵
役

は
歌
手
の
下
司
愉
宇
起
、ヒ
ロ
イ
ン
役
は
ソ
プ

ラ
ノ
の
赤
池
優
。公
演
は
午
後
７
時
開
演
。Ｓ

席
４
０
０
０
円（
当
日
４
５
０
０
円
）。同
協
会

事
務
局
☎
０
９
６（
２
８
２
）６
９
１
０
。

休日の放生橋は観光客があふれていた
＝2010年11月、中国・上海市朱家角鎮　　写真提供／榊 晃弘

浙江省杭州市で撮影
中の榊晃弘氏

東
陽
石
匠
館
の
上
塚
寿
朗
館
長
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三
五
郎
は

　
八
面
六
臂
か（
青
春
）

　

江
戸
時
代
の
熊
本
藩
で
は
、
八
代
地
方
の

行
政
区
画
は
八
代
町
、
種
山
・
野
津
・
高
田

手
永
の
１
町
３
手
永
※
に
分
か
れ
て
い
た
。

そ
の
中
で
最
も
高
名
だ
っ
た
石
工
は
、
野
津

石
工
・
宇
七
の
二
男
の
三
五
郎
（
１
７

９
３
＝
寛
政
５
年
、
西
野
津
生
ま
れ
。

野
津
地
区
は
現
・
八
代
郡
氷
川
町
）
だ

っ
た
。
三
五
郎
は
20
歳
代
、
上
益
城
郡

甲
佐
町
を
流
れ
る
緑
川
の
鵜
ノ
瀬
堰

（
う
の
せ
ぜ
き
）
や
糸
田
堰
の
築
造
、

薩
摩
堰
（
氷
川
町
）
の
補
修
工
事
な
ど

で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
。

肥
後
初
の
石
造
水
路
橋
を
築
造

　

文
化
年
間
の
終
わ
り
ご
ろ
、
当
時
の

砥
用
（
と
も
ち
）
手
永
（
現
・
下
益
城

郡
美
里
町
）
は
、村
を
流
れ
る
柏
川
（
か

し
わ
ご
う
）
か
ら
取
水
す
る
か
ん
が
い

用
水
路
の
整
備
を
企
画
し
た
が
、
そ
の

一
部
に
谷
を
ま
た
ぐ
難
所
が
あ
り
、
そ

こ
に
肥
後
で
初
と
な
る
石
造
水
路
橋
を

架
設
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
手
永

の
行
政
責
任
者
だ
っ
た
惣
庄
屋
の
三
隅
丈
八

は
、
そ
の
架
設
工
事
を
三
五
郎
に
依
頼
。
１

８
１
８
（
文
政
元
）
年
に
水
路
橋
「
雄
亀
滝

橋
（
お
け
だ
き
ば
し
）」
が
完
成
し
た
（
永
青

文
庫
所
蔵
の
古
文
書
「
町
在
」№
１
３
２
７
よ

り
）。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
会
報
92
号
で
紹
介

し
て
い
る
。

　

八
代
地
方
で
は
１
６
０
０
年
代
初
頭
か
ら
、

遠
浅
の
海
を
活
用
し
た
干
拓
事
業
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。
干
拓
に
よ
る
農
地
の
拡
張
に
伴

い
、
従
来
の
谷
水
だ
け
で
は
農
業
用
水
が
不

足
す
る
た
め
、
球
磨
川
か
ら
取
水
す
る
新
た

な
用
水
路
「
麓
川
用
水
路
」
が
計
画
さ
れ
た
。

三
五
郎
は
こ
の
事
業

に
も
呼
ば
れ
、
沈
砂

池
造
り
や
目
鑑
橋
架

設
な
ど
に
活
躍
し

た
。

　

さ
ら
に
そ
の
傍
ら
、

１
８
２
４
（
文
政
７
）

年
に
は
、
現
在
の
上

益
城
郡
嘉
島
町
を
流

れ
る
御
船
川
に
「
六

嘉
大
堰
樋
門
（
ろ
っ

か
お
お
ぜ
き
ひ
も

ん
）」
を
こ
し
ら
え

て
い
る
。

　

麓
川
用
水
路
に

は
、
１
９
６
２
年
５

月
の
時
点
で
は
石
造

単
一
ア
ー
チ
橋
が
16
基
現
存
し
て
い
て
、
そ
の

う
ち
現
・
氷
川
町
に
あ
っ
た
「
馬
之
神
谷
橋
」

「
六
地
蔵
谷
橋
」「
松
之
本
橋
」
の
３
基
は
、

２
筋
の
用
水
路
が
立
体
交
差
す
る
構
造
の「
水

吐
懸
越
（
み
ず
は
き
か
け
こ
し
）」
だ
っ
た
（
同

「
町
在
」№
１
４
２
４
よ
り
）。
こ
れ
ら
三
五
郎

が
造
っ
た
と
思
わ
れ
る
麓
川
用
水
路
の
目
鑑

橋
群
は
、
惜
し
い
こ
と
に
、
１
９
６
９
（
昭

和
44
）
年
の
用
水
路
拡
張
工
事
に
伴
っ
て
全

て
が
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
残
っ
て

い
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
麓
川
用
水
路
は
先
で
大
鞘
川

（
お
お
ざ
や
か
わ
）
に
注
ぎ
、
大
鞘
川
は
八
代

市
鏡
町
両
出
と
同
市
千
丁
町
古
閑
出
付
近
の

干
拓
地
「
四
百
町
新
地
」
を
流
れ
る
。
そ
こ

に
は
、干
拓
の
と
き
に
造
ら
れ
た
石
造
の
「
大

鞘
樋
門
群
」（
熊
本
県
指
定
史
跡
）
が
現
存
す

る
け
れ
ど
、
三
五
郎
と
の
関
係
は
不
詳
。

「
苗
字
御
免
」
の
身
分
に

　

１
８
２
１
（
文
政
４
）
年
に
は
干
拓
に
よ

っ
て
、
四
百
町
新
地
の
隣
に
「
七
百
町
新
地
」

が
造
成
さ
れ
た
。
現
在
の
国
道
３
３
８
号
の

新
大
鞘
橋
辺
り
か
ら
は
大
鞘
川
の
右
岸
に
、

鍵
型
の
石
灰
岩
の
堤
防
が
見
え
る
が
、
こ
れ

は
三
五
郎
が
築
い
た
堤
防
で
あ
る
と
語
り
継

が
れ
て
い
る
。

　

こ
の
七
百
町
新
地
工
事
で
書
き
落
と
せ
な

い
の
は
、
三
五
郎
は
こ
の
と
き
の
工
事
中
に

限
り
「
苗
字
御
免
」
の
身
分
と
な
り
、
熊
本

藩
か
ら
「
岩
永
」
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
惣
庄
屋
・
鹿
子
木
量

平
（
か
の
こ
ぎ
・
り
ょ
う
へ
い
）
か
ら
八
代
郡

代
へ
の
上
申
に
よ
り
、
１
８
３
０
（
文
政
13
）

年
3
月
か
ら
終
身
で
苗
字
御
免
と
な
る
（
同

「
町
在
」№
１
４
２
４
よ
り
）。

　

岩
永
三
五
郎
の
墓
は
、
現
在
の
八
代
市
鏡

町
鏡
村
に
あ
り
、
そ
の
基
礎
石
に
は
、
門
弟

の
名
が
刻
さ
れ
、種
山
石
工
の「
夘
助
」「
夘
市
」

兄
弟
の
名
も
読
み
取
れ
る
。
そ
の
事
実
か
ら
、

野
津
石
工
と
種
山
石
工
の
技
術
交
流
が
う
か

が
わ
れ
る
。

　

墓
地
に
は
三
五
郎
を
顕
彰
し
よ
う
と
有
志

が
寄
贈
し
た
石
像
が
立
つ
。
そ
の
像
を
じ
っ
と

見
詰
め
て
い
る
と
、
６
本
の
腕
「
六
臂
（
ろ
っ

ぴ
）」
を
持
つ
、
奈
良
・
興
福
寺
の
阿
修
羅
像

に
重
な
っ
て
見
え
、
堰
や
用
水
路
、
目
鑑
橋

架
設
な
ど
に
わ
た
る
岩
永
三
五
郎
の
手
腕
を

彷
彿
さ
せ
る
。

（
２
０
１
９
年
７
月
25
日
記
、
次
号
に
続
く
）

※
手
永
と
は
、
江
戸
時
代
の
大
名
、
細
川
家
独
自
の
行
政

制
度
。
郡
よ
り
狭
く
村
よ
り
広
い
行
政
区
画
で
、
そ
の
行

政
の
長
が
惣
庄
屋

〓おんこせっきょうき〓

上塚 尚孝
温故石拱記温故石拱記

墓所に立つ岩永三五郎の石造

麓川用水路に架かっていた六地蔵谷橋
＝１９62年、上塚尚孝撮影
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

８
面
に
「
お
も
い
で
の
橋
」
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。写
真
は
復
元
さ
れ
る
前
の
東
新
橋

の
姿
。昔
日
の
石
橋
の
姿
と
共
に
石
橋
の
関
す

る
個
人
的
な
思
い
出
を
知
る
こ
と
も
、
石
橋
文

化
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
会
報
担
当
・
中
村
ま
さ
あ
き
）

募
集
し
て
い
ま
す
！

　「
お
も
い
で
の
石
橋
」写
真
と
原
稿

　

流
失
、
撤
去
、
移
設
さ
れ
た
石
橋
な
ど
の
現

存
時
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。石
橋
に
関

す
る
当
時
の
思
い
出
と
共
に
原
稿
（
４
６
０
字

程
度
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。写
真
は
必
ず
返

却
い
た
し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
や
投
稿
は
左
記

事
務
局
の
中
村
ま
さ
あ
き
宛
。

▽

田
上
あ
け
み（
熊
本
県
）

　

私
は
、
熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
の
山
あ
い
に

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。周
辺
に
は
、
た
く
さ
ん

の
石
橋
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら
山
歩

き
を
し
な
が
ら
、石
橋
を
見
て
回
る
の
が
好
き

で
し
た
。

　

石
橋
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
る
か
と
い
う

と
、大
小
を
問
わ
ず
、武
骨
な
が
ら
も
盤
石（
ば

ん
じ
ゃ
く
）な
強
さ
、
凛（
り
ん
）と
し
た
た
た

ず
ま
い
、
そ
し
て
姿
の
美
し
さ
…
、
何
も
か
も

が
〝
胸
キ
ュ
ン
〞
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

結
婚
後
は
し
ば
ら
く
、忙
し
く
動
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
石
橋
ウ
オ
ッ
チ

石
橋
の
声
に
耳
澄
ま
せ
た
い

懐かしい長崎の石橋群

加
藤
元
昭（
和
歌
山
県
）

　

１
９
７
６（
昭
和
51
）年
の
夏
、今
西
祐
行
の

小
説
「
肥
後
の
石
工
」
を
読
ん
で
石
橋
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
知
人
ら
と
、
33
歳
だ
っ
た
私
は
6
日

間
の
日
程
で
長
崎
市
を
訪
ね
た
。そ
の
と
き
、

強
烈
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、現
川（
う
つ
つ
が

わ
）
町
で
見
た
小
藤
橋
と
屋
敷
橋
だ
っ
た
。壁

石
に
も
輪
石
に
も
、
丸
く
不
ぞ
ろ
い
な
自
然
石

が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
で
崩
落
し
な
い

の
が
不
思
議
だ
っ
た
。そ
の
と
き
撮
っ
た
写
真

が
見
つ
か
ら
ず
、残
念
で
あ
る
。

　

長
崎
市
街
地
で
は
、中
島
川
石
橋
群
に
感
動

し
た
。江
戸
時
代
に
架
け
ら
れ
た
14
橋
も
の
ア

ー
チ
石
橋
が
残
っ
て
い
て
、
そ
の
姿
は
壮
観
だ

っ
た
。古
い
技
術
で
造
ら
れ
た
橋
の
石
積
み

と
、美
し
い
ア
ー
チ
に
魅
了
さ
れ
た
。

　

１
９
８
０
年
に
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
が

発
足
す
る
と
、私
は
幹
事
の
一
人
と
な
っ
た
。そ

の
２
年
後
に
長
崎
大
水
害
が
発
生
。現
川
の
石

橋
は
全
て
流
失
し
、
中
島
川
で
は
６
橋
が
流

失
、
眼
鏡
橋
な
ど
３
橋
も
被
害
を
受
け
た
。そ

の
後
、石
橋
を
大
切
に
思
う
人
た
ち
の
運
動
が

実
り
、
東
新
橋
な
ど
、
流
失
し
た
中
島
川
の
４

橋
は「
昭
和
の
石
橋
」と
し
て
再
建
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
橋
の
姿

は
旧
橋
と
だ
い
ぶ
印
象
が
違
う
。や
は
り
、
以

前
の
姿
に
は
か
な
わ
な
い
と
思
う
。

ン
グ
を
再
開
し
ま
し
た
。そ
の
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
は
、
熊
本
県
内
の
石
橋
を
紹
介
し
た
本

「
熊
本
の
石
橋
３
１
３
」（
熊
本
日
日
新
聞
社
）

と
の
出
会
い
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、「
県
内
全
石
橋
の
踏
破
」を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
き

な
目
標
な
の
で
、ま
だ
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん

が
、
今
で
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

石
橋
を
前
に
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
と
、
当
時

の
石
工
さ
ん
た
ち
の
息
づ
か
い
、
さ
ら
に
は
声

ま
で
も
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。そ
の
こ

と
を
夫
に
話
す
と
、
彼
は
苦
笑
し
ま
す
が
、
私

は
こ
れ
か
ら
も
一
基
一
基
を
丁
寧
に
訪
ね
、
架

設
時
に
思
い
を
は
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
石
橋
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。

koho@
ishibashi-m

am
orukai.jp

「石貫車橋」 熊本県玉名市石貫、橋幅1.9㍍、径間5.03㍍
写真提供／田上あけみ

長
崎
市
諏
訪
町
の
旧・東
新
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
1
9
7
6
年
、加
藤
元
昭
撮
影

お
も
い
で
の
石
橋


